
4-1-5-2 循環器科 

1.概要、特色 

1.1  小児循環器領域での活動 
小児循環器を専門とする診療科として、主に先天性心疾患を取り扱う。その他、川崎病、心筋疾患

（心筋症、心筋炎）、不整脈などの後天性心疾患患者数も多く、急性期および慢性期を通じて継続的

な治療を行っている。先天性心疾患に対しては外科治療のための診断、管理、外科治療後の内科的

管理を行うとともに、外科と協同して積極的に治療的カテーテル手技を行っている。不整脈疾患に

対しては電気生理学的検査を行い、カテーテルによる治療を検討している。 
1.2 成人期先天性心疾患の管理、母体妊娠管理 
18歳を超えた先天性心疾患患者の管理を成育医療の重要な要素と捉え、成人の先天性心疾患患者の

外来、入院管理および手術を行っている。また、周産期科、母性内科と共同で先天性心疾患患者の

母体妊娠の管理、治療に当たっている。 
1.3 胎児心疾患の管理 
胎児診療科と協力し、胎児期のスクリーニングで心疾患が疑われた症例や、他の疾患における心機

能の評価などを経時的に計測し、胎児の管理および治療に当たっている。また、胎児診療科、特殊

診療科、外科、新生児科と共同で胎児治療の検討を行っている。 
1.4 カテーテル治療 
心臓内部の異常や血管の異常に対し、コイル閉塞、バルーン拡大、デバイス留置など、様々な手技

によるカテーテル治療を行っている。 
 
2.診療活動、研究活動 
2.1  診療活動 
2.1.1  入院患者管理 
2005年度ののべ入院患者数は273名であった。内訳は一般入院患者86名（うち不整脈管理10名）、

術後ケア42名、心カテーテル検査および治療145名（うち治療カテーテル入院38名） 
2.1.2  心カテーテル検査、カテーテル治療 
心臓カテーテル検査は週に平均 3-4 例、平均すると月に 14 例で、そのうちインターベンションカ

テーテル（弁拡大、血管拡張、血管閉塞等）は月に平均すると4例であった。 
 

月 2005/4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

カテ件数 14 15 16 11 13 12 15 13 11 

インターベンション 3 2 6 4 3 4 3 5 2 

 
月 2006/1月 2月 3月 合計 

カテ件数 15 11 15 161 

インターベンション 3 7 3 45 

 
2.1.3  外来 
循環器科外来は、木曜日以外の毎日開いている。常時3名もしくは2名の循環器科専門医が診察に

当たり、外来患者数は一日20-30名で週に80-120名であった。新患患者は10-15名であった。 
紹介患者も多く、小児循環器領域の患者だけでなく、18歳以上の成人先天性心疾患の複雑心奇形や

不整脈疾患、先天性心疾患の妊娠女性の受診依頼があった。成人先天性心疾患の紹介患者は、心臓

の問題のみでなく全身の合併症を伴う症例や、重症例、手術適応例が多く見られた。 



2.1.4  他科依頼 
院内の各科からのコンサルテーションの依頼は、月のべにして150人程度であった。この中には単

なる診察の上での治療方針へのアドバイスに限らず、心エコー図検査、心カテーテル検査などの専

門的検査を行いながら、治療に積極的に関与すべき症例が数多くみられた。特にＩＣＵに関連する

症例は循環器的異常を有するものが多く、日夜を分かたず緊急の依頼を受けた。 
胎児診療科、産科、母性内科からの母体を含めたコンサルテーションも多く見られた。 
2.1.5  循環器関連生理検査・放射線検査の施行、判読 
循環器関連生理検査として心電図判読、ホルター心電図、運動負荷試験、レートポテンシャル等の

生理検査と、超音波検査が行ったが、その実施件数は以下の通りであった。 
 

平成17年  
2005/4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

心電図 判読例            467 484 636 644 693 521 502 505 452

ホルター心電図           44 50 70 51 66 51 68 54 45

運動負荷実施例           4 2 4 5 9 5 3 4 4

レートポテンシャル  0 0 1 0 0 0 2 0 0

合計 515 536 710 700 768 577 575 563 501

心臓超音波    

経胸壁 371 438 410 395 500 390 381 398 499

平成18年  
2006/1月 2月 3月 項目合計

心電図 判読例            499 480 621 6504

ホルター心電図           61 52 67 679

運動負荷実施例           3 4 4 51

レートポテンシャル  0 0 0 3

合計 563 536 692 7236

心臓超音波  

経胸壁 352 380 443 4957

 
心電図は循環器外来で評価するもののみでなく、他科で施行したものの判読依頼が含まれている。

経胸壁超音波検査は、通常の生理検査室で行うもの（ほとんど循環器科医師が施行する）以外に

NICU、ICU、各病棟で行われ、これらの出張検査はいずれも循環器科がおこなっている。この他

に開胸手術の術前術後の評価のため、また心疾患の血行動態および解剖の評価を目的とした経食道

超音波検査、（75 例）を全身麻酔下で実施した。さらに、胎児診療科、周産期科と共同して行って

いる胎児心疾患スクリーニング、心疾患母体の妊娠経過中の超音波検査も、変化を経時的に観察す

ることにより効果を上げた。 
放射線検査とくに運動負荷、薬物負荷をともなった、シンチグラム検査への立ち会いおよび説明を

施行した。 
 
2.2  研究活動 
2.2.1 厚生労働省成育医療研究 
第一専門診療部長石澤瞭を班長とした 成育医療研究委託費１７公-５「肺血流量増加型先天性心疾

患に対する低酸素濃度ガス吸入療法の効果と安全性に関する基礎的・臨床的研究」が開始された。 
厚生労働省科学研究費補助金 子ども家庭総合研究事業「小児慢性特定疾患治療研究事業の登録・



管理・評価・情報提供に関する研究」に石澤瞭が引き続き参加している。 
3.研修、評価など 

3.1  学会運営 
第41回日本小児循環器学会総会・学術集会 2005（平成17）年7月6日～7月8日 
東京都新宿区京王プラザホテルで開催 
第一専門診療部長石澤瞭が会長となり、上記日程で小児循環器学会学術集会を主催した。 
演題数は外国人招請講演6題を含む668題、有料参加者は1,408名であった。 


